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小児期および保護者の歯科保健行動と成人期の

定期歯科健診との関連

一成人期の定期歯科健診に関する意識調査一

佐　藤　公　子

〔論文要旨〕

　本研究では，A看護大学2年の学生を対象に小学校から高校までの家庭，学校における歯科保健対策

口腔の健康に関する関心．歯科的な要因を含む生活習慣，受診行動に関わる要因を調査した。この結果，

「小学校の時家族が歯医者に定期的に連れて行ってくれた」，「朝食を毎日食べる」は定期歯科健診の

有無と関連性が認められた。このことから．定期歯科健診の受診に，小児期から継続して朝食摂取といっ

た基本的生活習慣の維持や学校，家庭に対して定期歯科健診の意義を理解してもらえる働きかけをする

ことの重要性が示唆された。
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L緒 言

　個々の家庭を取りまく環境は子どもの多様な

生活習慣を形成していくと同時に，子どもの口

腔の健康，歯科的な要因を含む食習慣や保健行

動にも反映されやすい1・2）。口腔の健康維持に

効果的な役割を果たす定期歯科健診の受診行動

も家庭環境と関係性があり，成人の定期的歯科

健診受診といった行動に影響を及ぼすことが示

されている2・　3）。このように，保護者の健康に

対する意識や家庭環境は，小児期から成人期に

わたる生活習慣の形成と密接なかかわりがある

ため，「生涯を通した歯と口腔の健康づくり」

にとって保健行動との関連を把握することは重

要であると考える。

　1999年の保健福祉動向調査4）では，口腔の健

康を78．0％の者が注意しており，「食後，歯を

磨いたり，口をすすぐようにしている」が最も

多く行われていた行動であった。また，食生活

では「バランスの取れた食事を心がけている」，

「よくかんで食べるようにしている」を日常生

活上注意する点としてあげていた。しかし，「歯

科検診や歯科健康診査を受けるようにしてい

る」者は，15．9％にすぎない。定期的に口腔の

状態を把握することは，口腔の健康について知

識や関心を高め，適正な歯科保健行動を選択す

る能力を養う有効な手段である：．6）。このため，

小児，成人の定期歯科健診の受診行動を支える

要因7・8）の検討を行い，受診率の向上に努めて

いるが不明瞭な点が多くみられる。小児期にお

ける家庭，学校での口腔管理の実践が成人期に

おける保健行動の基礎となることを考慮する

と，生活習慣と成人期の保健行動の関連を把握

することは小児期の歯科保健指導を行っていく

うえで重要である。

　今回，A看護大学2年の学生を対象に小学校
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から高校までの家庭学校における歯科保健対

策，口腔の健康に関する関心，歯科的な要因を

含む生活習慣，受診行動に関わる要因を調査し

た。次に，その結果から成人の定期歯科健診受

診といった行動と小学校からの家庭環境，関心，

生活習慣などの要因の関連性を分析し，小児期

における支援：の検討を目的とした。

】1．対象および方法

1，対　象

　A県下のA看護大学2年生64名（男性9名

女性55名）を対象として2009年1月に調査を

行った。アンケート調査を行うにあたり，調

査目的，調査に協力しなくても不利益がないこ

と，個人情報保護への配慮を口頭および文書で

説明した。調査用紙は即日回収とし，学生が用

紙を教室に設置している回収箱に入れること

で研究への同意が得られたとみなした（回収率

96．90／o）o

2．方　法

　調査項目は，表1に示すとおりである。質問

紙調査は，基本情報，小学校から高校までの家

庭学校における歯科保健対策，口腔の健康

に対する関心，歯科的な要因を含む生活習慣，

受診行動に関わる要因の5項目で作成した7・8）。

なお，調査項目は5件法で回答を得た。

　定期歯科健診の有無と他の質問の回答との関

連をZ2検定もしくはMann－Whitney　U検定を

用いて分析した。先の検定で統計的有意性を示

した項目を説明変数定期歯科健診受診の有無

を目的変数として多重Logistic回帰分析を行っ

た。なお，すべての数値解析には，SPSS　16．OJ

for　Windowsを用いた。

皿．結 果

1．　基本d’青幸侵

　回答が得られたA看護大学2年生62名（男性

8名，女性54名）を対象として調査を行った。

定期歯科健診を受けている学生は17．7％，受け

ていない学生は82．3％であった。性別と歯み

がきの関連と口腔内の状態を表2，3に示した。

男女とも歯みがき回数「2回」と回答した学生

が78。0％と最も多く，全学生が毎日1回は歯み

663

表1　調査項目

1．基本情報

　性別，定期歯科健診の有無，口腔の状態，歯みがき回数

2．小学校から高校までの家庭，学校における歯科保健対策

　1）自分の口腔衛生の習慣は小さいとき，家族に教えて

　　もらったことが影響していると思う

　2）小学校の時，家族が歯医者に定期的に連れて行って

　　くれた
　3）小学校の時，自分が歯を磨いた後，家族から仕上げ

　　磨きをしてもらった
　4）小，中，高校で歯科保健教育を受けた経験がある

　5）小，中，高校で歯科保健教育を受けた経験は役立っ

　　ている
3．口腔の健康に対する関心

　1）歯の健康について関心がある

　2）定期的に歯医者に行くことは健康にとってよいと思う

　3）歯科受診するのは面倒だ

4．歯科的な要因を含む生活習慣

生活習慣

　1）甘いものは食べないように気をつけている

　2）寝る1時間前には何も食べない

　3）固い食べ物は普段あまり食べない

　4）食事は10～15分で食べ終わる

　5）テレビを見たり，何かをしながら食事する

　6）朝食を毎日食べる

歯科保健行動

　1）デンタルフロスを使用している

　2）フッ化物配合歯磨剤を使用している

5．受診行動に関わる要因

　1）歯科の診療日が休日，祭日だと定期的に行くと思う

　2）歯科の診察終了時間が遅いと定期的に行くと思う

がきをしていた。性別と歯みがき回数口腔の

状態と歯みがき回数は関連性が認められなかっ

たが，口腔の状態「歯に物がはさまる」と「歯

痛」に弱い関連性が見られた（r＝0．281，p

〈o．os）．

2．定期歯科健診の有無と歯科保健対策，関心，生

　活習慣，受診行動に関わる要因との関連

1）性　別

　表4に性別と定期歯科健診の受診状態を示し

た。性別と受診率では，男性より女性の受診率

が高いことが示された（p＜0．001）。

2）小学校から高校までの家庭学校における歯科保

　健対策

　表5に歯科保健対策と健診受診の状況を示し

た。「口腔衛生の習慣化に家庭教育の影響があ

る」と回答した学生は38．7％であった。14．5％

の学生が「小学校時，家族から仕上げ磨きをし

てもらった」と回答した。「小学校の時，家族

が歯医者に定期的に連れて行ってくれた」，「小，

中，高校で歯科保健教育を受けた経験は役立っ
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表3　口腔の状態

自覚症状 計（％） ある（％） 時々ある（％）　ほとんどない（％） ない（％）

歯肉出血　　　　　　　　　　62（100）

歯痛（1か月以内）　　　　　　62（100）

歯に物がはさまる　　　　　　62（100）

上記の症状をすべて持つもの　　　8（100）
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表2　性別と歯みがきの有無 表4　性別と定期歯科健診の有無

歯みがき回数　0回　　1回　　2回　　3回　　計　　U検：定 定期歯科健診　計（％）　あり（％）　なし（％）　κ2検定

男

女

計

0　　　2　6　　　0　　　8
（O）　（25．0）　（75．0）　（　O．O）　（100）

O　5　40　6　51　　　　　　　　　　　　　　　NS（O）　（　9．8）　（78．4）　（11．8）　（100）

O　7　ca　6　62（O）　（11．9）　（78．0）　（10．2）　（100）

男
女
計

8　（100）

54　（100）

62　（100）

o　（　o．o）

11　（20．4）

11　（17．7）

8　（100．O）

43　（　79．6）　＊＊＊

51　〈　82．3）

”“：　p　〈O．　oo1

NS　：　Not　siginificant

表5　小学校から高校までの家庭，学校における歯科保健対策

項目 定期健診　　　計（％）
　　　　　ある程度
はい（％）
　　　　ある（％）

ほとんど

ない（％）
ない（％）　U検定

1）自分の口腔衛生の習慣は小さいと

　き，家族に教えてもらったことが

　影響していると思う

2）小学校の時，家族が歯医者に定期

　的に連れて行ってくれた

3）小学校の時。自分が歯を磨いた

　後，家族から仕上げ磨きをしても

　らった

5）小，中，高校で歯科保健教育を受

　けた経験は役立っている
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24　（38．7）　24　（ss，7）

4　（36，4）　1（　9．1）

10　（19．6）　8　（15．7）

14　（22．6）　9　〈14．5）

1　（　9，1）　4　（se．4）

8　（15．7）　9　（17．6）

9　（14．5）　13　（21．0）

5　（45．5）　4　（36．4）

5　（　9．8）　9　（17．6）

10　（16．1）　13　（21．0）

2　（18．2）

4　（　7．8）

6　（　9．7）

4　（36．4）

6　（11．8）
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25　（oo．3）

奉

率

項目 9回以上　　5～9回　　1～4回　0回，不明

4）小，中，高校で歯科保健教育を受

　けた経験がある

あり

なし

計

11　（100）

51　（100）

62　（100）

O　（　O．O）　3　（or．3）

3　（　5．9）　10　（19．6）

3　（　4．8）　13　（21．0）

5　（45．5）

25　（49．0）

so　（48．4）

3　（27．3）

13　（as．5）

16　（25．8）

＊：　p　〈O．05

ている」と感じている学生に定期歯科健診受診

者が多かった（p＜O．05）。また，48．4％の学

生が小，中，高校で「1～4回」歯科保健教育

を受けた経験を持っていた。

3）口腔の健康に対する関心（表6）

　66．1％の学生が「歯の健康について関心があ

る」と回答し，83．9％の学生が「定期的に歯医

者に行くことは健康にとってよいと思う」と回

答していた。しかし，定期歯科健診の有無と関

心に関連性は認められなかった。41．9％の学生

は「歯科受診するのは面倒だ」と考えており，「歯

の健康について関心がある」が「歯科受診する

のは面倒だ」と回答した学生は4L5％，38．5％

の学生が「定期的に歯医者に行くことは健康に

とってよいと思う」が「歯科受診するのは面倒

だ」と回答した。

4）歯科的な要因を含む生活習慣（表7）

　食習慣では「甘いものは食べないように気を

つけている」学生が6．5％，25．8％の学生が「寝

る1時間前には何も食べない」と回答したが，

定期歯科健診の有無と統計学的有意差は認め

られなかった。「朝食は毎日食べる」と回答し

た学生に定期歯科健診を受けたものが多かった

（p＜0．01）、歯科保健行動では82．3％の学生が
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表6　口腔の健康に対する関心

項目 定期健診 計（％）　はい（％）
ある程度

ある（％）

ほとんど
　　　　　ない（％）　U検定
ない（％）

1）歯の健康について関心がある

2）定期的に歯医者に行くことは健康

　にとってよいと思う

3）歯科受診するのは面倒だ
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表7　歯科的な要因を含む生活習慣

項目 定期健診 計（％）　はい（％）
ある程度

する（％）

ほとんど
　　　　　いいえ（％）　u検：定
ない（％）

生活習慣

1）甘いものは食べないように気をつ

　けている

2）寝る1時間前には何も食べない

3）固い食べ物は普段あまり食べない

4）食事は10～15分で食べ終わる

5）テレビを見たり，何かをしながら

　食事する

6）朝食を毎日食べる

歯科保健行動

1）デンタルフロスを使用している

2）フッ化物配合歯磨剤を使用してい

　る
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20　（32．3）

5　（45．5）

17　（33．3）

22　（35．5）

1　（　9．1）

8　（15，7）

8　（12．9）

o　（　o．o）

3　（　5．9）

3　（　4．8）

1　（　9．1）

3　（　5．9）

4　（　6．5）

1　（　9．1）　8　（72．7）

1　（　2．0）　42　（82　．4）

2　（　3．2）　50　（80．6）

2　（18．2）　2　（18．2）

6　（11．8）　23　（45．1）

8　（12．9）　25　（40．3）

1　（　9．1）　5　（45．5）

6　（12．0）　29　（58．0）

7　（11．5）　34　（55．7）

2　（18．2）　2　（18．2）

4（7．8）　21　（41．2）

6　（　9．7）　23　（37．1）

o（o．o）　o（o．o）

O（O．O）　4（7．8）

O（O．O）　4（6．5）

o（o．o）　o（o．o）

7　（13．7）　7　（13．7）

7　（11．3）　7　（11．3）

O　（O．O）　1　（9，1）

6　（11．8）　1　（　2．0）

6　（9．7）　2　（3．2）

1　（　9．1）　5　（45．5）

1　（　2．0）　36　（70．6）

2　（　3．2）　41　（66．1）

＊＊

＊＊@：　p　〈O．Ol

デンタルフロスを使用していると回答したが，

意識してフッ化物配合歯磨剤を使用いていた学

生は24．2％と半数以下であった。

5）診療時間と受診行動の関係

　表8に診療時間と受診行動の関係を示した。

「歯科の診療日が休日，祭日だと定期的に行く

と思う」と回答した学生は43．0％，「歯科の診

察終了時間が午後7時までだと定期的に行くと

思う」が44．0％と最も多かった。「歯科の診療

日が休日，祭日」で「歯科の診察終了時間が午

後8時まで」だとある程度行くと思うと回答し

た学生は55．6％であった。しかし，「歯科の診

Presented by Medical*Online



666 小児保健研究

表8　診療時間と受診行動の関係

診療終了時間が遅い
　　　　　　　　計（％）
と定期的に行く．と思う

不明（％）午後7時まで（％）午後8時まで（％）午後9時までく％）

　　　　　　　　はい　　　　　　　　　1（100）　0（0．0）

歯科の診療日が休　ある程度行く　　　27（100）　1（3．7）

日，祭日だと定期的　ほとんど行かない　　16（100）　2（12．5）

に行くと思う　　　いいえ　　　　　　18（100）　0（OP）

　　　　　　　　計（％）　　　　62（100）3（4．8）

o　（　o．o）

8　（29．6）

1　（　6．2）

1　（　5，6）

10　（16．1）

1　（100．0）

15　（　55．6）

4　（　25，0）

2　（　11．1）

22　（　35．5）

o　（　o．o）

3　（11．1）

9　（56．2）

15　（gg．3）

27　（43．5）

表9　Logistic回帰分析による定期歯科健診分析

Odds比の95％信頼限界
項 目 解値 p値　　Odds比

上限 下限

小学校の時，家族が歯医者に定期的に連れて行ってくれた

小，中，高校で歯科保健教育を受けた経験は役立っている

朝食を毎日食べる

5．87

0．37

2．48

O．022＊

O．541

0．016’

O．14

1．so

O．36

O．03

0．56

0．04

O．76

2．98

1．30

＊　：　p　〈O．05

二日が休日，祭日だと定期的に行くと思う」，「歯

科の診察終了時間が遅いと定期的に行くと思

う」と定期歯科健診の有無には顕著な差が認め

られなかった。

6）Logistic回帰分析による定期歯科健診分析

　X2検定もしくはMann－Whitney　U検定を用

いて分析した結果，統計的有意性を示した3

項目を説明変数，定期歯科健診受診の有無を

目的変数として多重Logistic回帰分析を行った

（表9）。「小，中，高校で歯科保健教育を受け

た経験は役立っている」は定期歯科健診の有無

に影響を及ぼしていなかったが，「小学校の時

家族が歯医者に定期的に連れて行ってくれた」，

「朝食を毎日食べる」は定期歯科健診と関連性

が認められた（p＜0．05）。

1V．考 察

　歯周疾患の多くは20～30歳代に発症，増悪し，

40～50歳代で歯を失う大きな原因である。定期

歯科健診はこのような慢性的な経過をたどる歯

科疾患に長期的な口腔の健康維持，管理ができ

るため効果的であるが，歯科健康診査を受けた

ことがある者は17．9％と少なく，健診を受け

る意識や習慣が定着していない現状である4・9）。

今後の歯科保健対策としては，う蝕，歯周疾患

の原因が多要因性の疾患で生活習慣と関連が深

いことから，幼児期から生涯を通じた歯の健康

を考えていかなければならないことは明らかで

ある10・　11）。このため，定期歯科健診を受診する

ことで集団，個別に長期的な予防管理を行い，

成長とともに口腔への健康に意識づけをしてい

くことが必要であると考える。今回，看護大学

2年の学生を対象に定期歯科健診の有無と小学

校から高校までの家庭，学校における歯科疾患

対策，口腔の健康に関する関心，歯科的な要因

を含む生活習慣，受診行動に関わる要因を調査

し，成人期の定期歯科健診の受診に影響を及ぼ

す要因の検討を行った。成人期の自主的な歯科

保健行動につながる要因を把握することは，今

後の健康教育や保健指導に役立つと考える。

　看護大学2年生の口腔管理としては，100％

の学生が「1日1回歯みがき」を行っており，

保健福祉動向調査報告4〕の95．4％と比べて高い

値を示した。口腔内の状態「歯肉出血」，「歯痛」，

「歯に物がはさまる」に関しても「ある」と回

答した学生は，15～24歳の調査報告結果と比し

てすべて低値であった。しかし，定期歯科健診

の受診率は，保健福祉動向調査報告15～24歳の

受診状況25．3％と比較すると17．7％で低い値：で

あった。このことは，当大学において歯科疾患

の自覚症状を呈する者が少なく生活に支障をき

たしていないこと，歯みがき行動は生活習慣と

して高い割合で定着しているが定期歯科健診に

関する習慣が低いことを示している。性別と定

期歯科健診の関係では，笹原ら8）の報告と同様

に女性の受診率が男性より有意に高い値を示し
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た。また，女性は，有意差は認められなかった

が歯科疾患対策，健康に関する関心，生活習慣，

歯科保健行動を男性より高い割合で「行ってい

る」と回答し，健康意識や良好な生活習慣を持っ

ている学生が多かった。このことから，女性の

定期歯科健診の受診率には，生活習慣や健康に

関する意識が影響していると考えられるz8）。

　次に，小学校から高校までの家庭，学校にお

ける歯科保健対策であるが，有意差が認められ

たのは「小学校の時家族が歯医者に定期的に

連れて行ってくれた」，「小，中，高校で歯科保

健教育を受けた経験は役立っている」の2項

目であった（M㎜一Whitney　U検定）。この2

項目のLogistic回帰分析の結果，「小学校の時，

家族が歯医者に定期的に連れて行ってくれた」

が定期歯科健診と関連性を持っていたが，これ

は定期的に歯科健診に連れて行くなど学童期

に口腔の状態に関心が高い環境で育成された場

合，成人期においても定期歯科健診を受ける割

合が高いことを示していると考えられる6した

がって，定期歯科健診を促すためには小児期か

ら学校や家庭に働きかけ，定期歯科健診の意義

を理解してもらうことが重要であると考える。

　学童期は混合歯列期であることからも仕上げ

磨きの継続はう蝕予防に重要であるが，14．5％

の学生が小学校のとき仕上げ磨きを行っても

らっていた。この値は蓑輪ら11）の報告とほぼ同

様の結果であった。しかし，混合歯列期にう蝕

罹患率が増加傾向にあることから考えても，仕

上げ磨きの継続時期について保護者の理解を求

め，実施率を高める働きかけが必要であると考

える。蓑輪らは，小学校低学年を対象とした研

究で仕上げ磨きの有無と定期検診の有無間で関

連性が認められると述べていたが，本研究では

関連性が認められなかった。関連性が認められ

なかった要因として，小学校低学年の受診は学

童に対する家族の保健行動が直接結びついてい

るが，成人期では本人の健康意識や現在の生活

環：境の方が家族の保健行動より強く受診行動に

影響していると推測される。「自分の口腔衛生

の習慣は小さいとき，家族に教えてもらったこ

とが影響していると思う」と回答した学生が

38．7％，16．1％が「小，中，高校で歯科保健教

育を受けた経験は役立っている」と答えたこと
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もこれを示唆しており成人期の生活習慣には現

在の住居環境教育環境が直接的な影響を与え

ていると推測されるla　13）。

　生活習慣と健康にかかわる研究では，よい健

康習慣を多く持つ人は不健康な生活習慣の人と

比べて健康破たんの進行が遅いことが示され，

生活習慣は健康と関連性が高いことが知られて

いる14）。今回の調査では，嗜好，咀囎の面では

6．5％の学生が「甘いものを食べないように気

をつけている」，37．1％の学生が「食事は10～

15分以上かける」といった点を注意しており，

保健福祉動向調査報告と比較して高い値であっ

た。しかし，注意している学生は半数に満た

ず，良好な生活習慣を持っている学生は少ない。

Breslow15）らはさまざまな生活習慣の中から「間

食はしない」，「朝食を毎日摂る」などの7つの

健康習慣が健康度に影響していることを明らか

にした。この中の「朝食を毎日食べる」は，健

康に望ましい生活習慣の一つであるが，本研究

では「朝食欠食率」が11，3％であった。この数

値は，平成17年度国民健康栄養調査16）による20

歳代の1人世帯の欠食率49．4％と比較しても低

値である。定期歯科健診の受診と関連があった

項目が「朝食を毎日食べる」であったことを考

えると朝食摂取といった基本的生活習慣は，健

康維持に関わる重要な項目であると考える。こ

のため，朝食摂取の有無は，健康に対する意識

や生活状態を把握する一つの指標になると考え

る。

　定期歯科健診や歯科保健行動を支える動機づ

けとして「歯の健康に対する関心」は重要であ

るが，今回の調査では定期歯科健診の有無と明

確な関連性が認められなかった。41．9％の学生

は「歯科受診するのは面倒だ」と考えていたが，

定期歯科健診を受けている学生の3割も同様に

感じていた。「診療時間の延長」，「休日，祭日

の診療」といった通院のしゃすさは定期歯科健

診を受けるため大切な条件であるが，受診者か

らの定期歯科健診の受診率を高める要因として

は認められなかったことも受診を促す難しさを

示している。しかし，8割の学生が「定期的に

歯医者に行くことは健康にとってよいと思う」

と考えていたことから，受診の必要性や健診効

果の理解があると考えられる。個人の良好な歯
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科保健行動と口腔の健康に対する意識は歯科健

診受診を促す要因の一つである7・8）。健康維持

といった能力を育成するために保健行動の関連

要因を明確にしていくことは重要である。今後

は，対象者数を増やし，定期歯科健診と口腔の

健康に関する関心や家庭，学校における歯科保

健対策が成人に与える影響を明らかにして保健：

教育に活かしていきたい。

V．結　　　論

1．多重Logistic回帰分析の結果，定期歯科健

　診の受診は「小学校の時，家族が歯医者に定

　期的に連れて行ってくれた」，「朝食を毎日食

　べる」と関連性が認められた。

2．定期的に歯科健診に連れて行くなど学童期

　に口腔の状態に関心が高い環境で育成された

　場合，成人期においても定期歯科健診を受け

　る割合が高いことが示唆された。したがって，

　定期歯科健診を促すためには小児期から学校

　や家庭に働きかけ，定期歯科健診の意義を理

　解してもらうことが重要であると考える。

3．朝食摂取といった基本的生活習慣は，健康

　維持に関わる重要な項目であるため，朝食探

　取の有無は健康に対する意識を把握する一つ

　の指標と考える。
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